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１．はじめに 

著者らは，以前から“美術（教育）における色彩の研究”[1]

～[9]をおこなっている．最近は，“絵本における色彩と感情の

関係 ～ミッフィー（うさこちゃん）の絵本を題材として～”
[10],[11]において，絵本における色彩と色彩感情の関係を調査し

た．この研究では，絵本の一連のストーリーの構成要素であ

る各ページについて，カラー（オリジナルと同じ色彩）・グ

レースケール・線画（輪郭線）の3種類を用い，多数の被験者

による実験によって，被験者が受ける印象の変化を調査す

る．この結果，“カラー→線画→グレースケール”の順に連

想用語の好意的な値が高い事が判明した．これらの結果か

ら，絵本から受ける印象は，画像の色彩や明度に影響される

事が判明した． 

また，この研究では，直接の調査対象では無かったが，絵

本（図形）の内容（意味）が容易に分かる場合と，容易に分

からない場合によって，色彩の与える影響が大きく変化し

た．本研究では，これらの点に関して，複数の簡単な図形に

対して，回転や色彩を変化させ，多数の被験者による実験に

よって，被験者が受ける印象の変化を調査した．この結果，

意味が有ると思われる及びそれと似た図形は，回転や色彩に

よって，被験者の受ける印象が大きく異なる事が分かった．

しかし，意味が無いと思われる及びそれと似た図形は，回転

や色彩によって，被験者の受ける印象は大きく変化しなかっ

た．これらの事から，図形の持つ意味的な要素は，色彩と大

きく関係している事が判明した． 

２．実験方法 

2.1. 実験に用いた図形の種類 

以前の研究結果から，図形から意味の連想が容易な場合と，

そうでは無い場合で，被験者が受ける印象が大きく異なる事が

分かっている．そこで，本研究では，可能な限り簡単で，且つ

意味が容易に連想可能な図形や，意味が容易に連想し難い図形

を，予備実験の結果も踏まえて(被験者の負担軽減の為，図形の

数を削減等)図1に示す様な8種類を用いた． 

(a)～(d)はゲーム機のコントローラー等にも利用されてい

る一般的な図形である．また，図形(e)は図形(d)を2つ組み合

わせた図形となっている．図形(f),(g)は，Microsoft Officeに

組み込まれている図形を利用した．図形(h)は，“上下左右非対

称”・“鋭角な頂点が少ない”等に考慮した，自作のオリジナル

な図形である． 

(a)  (b)  (c)  (d) 

(e)    (f)          (g)    (h) 

図1: 実験に用いた8種類の図形 

2.2. 実験に用いた図形の回転 

図形が回転すると，別の意味を持つ場合がある．例えば図 2

に示す様に，＋印(図2(a))が45度回転すると，×印(図2(b))

になる．この様に，その図形が持つ意味が，図形の回転によっ

て変化する事がある．また，図形の対称性によって，回転する

角度に制限(回転すると同じ図形になる等)が発生する場合が

ある．対称性が無い図形の場合，0,90,180,270度と90度ずつ

回転させた．表1に，この実験で回転させた図形の角度を示す． 

(a)               (b) 
図2: 実験に用いた図形の回転例 
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表1: 実験に用いた図形の回転 

図形 回転する角度 図形 回転する角度 

(a) ○ 0 (e)  0,45 

(b) □ 0,45 (f)  0,90,180,270 

(c)  0,45 (g)  0,90,180,270 

(d) △ 0,90,180,270 (h)  0,90,180,270 

 

2.3. 実験に用いた図形の色彩 

本研究では，図1に示した図形8種類に対して，表1に示す

角度の回転をおこなう．また，それらの図形に対して，図3に

示す8色の色彩を施す．図3(a)～(c)の3色は白・灰・黒の無

彩色，図 3(d)～(g)は赤・緑・青・黄の有彩色である．有彩色

は，Microsoft Office にプリセットされている色彩を用いて

いる為，純色では無い場合もあり，表2に示すRGB値となって

いる． 

この結果，8 種類の図形に対して，表 1に示す角度の回転を

施し，図 3 に示す 7 色の色彩を施す．したがって，

1*7+2*7+2*7+4*7+2*7+4*7+4*7+4*7=(1*7)+3*(2*7)+4*(4*7)=7

+42+112=161 パターンの図形（色彩違いも含む）を実験に用い

る． 

    
    (a)White      (b)Gray      (c)Black 

    
(d)Red     (e)Greeen     (f)Blue     (g)Yellow 

図3: 実験に用いた7色の色彩 

 

表2: 実験に用いた7色のRGB値 

Color R G B Color R G B 

White 255 255 255 Red 255   0   0 

Gray 185 185 185 Green   0 176  80 

Black   0   0   0 Blue   0 112 192 

    Yellow 255 255   0 

 

2.4. 図形・色彩に対する印象の調査項目 

本研究では，以前の研究と同様に，表2に示すa～cの3項目

の相反する連想語に対して，1～5の数値で（5段階評価）数値

化をする．項目a, b は，主に人間の基本的な感情に関する連

想語であり，項目c は，社会的・道徳的な，より高次の感情

に関する連想語を調査項目とした．本研究では，上述の3項目

に加えて，図形の項目d は，図形及び色彩の意味の有り・無

しについて調査する項目を追加している． 

表3: 本研究で採用した連想語 

項目 5 ← 数値 → 1 

a うれしい ⇔ かなしい 
b かわいい ⇔ にくい(こわい) 

c つよい ⇔ よわい 
d 意味がある ⇔ 意味が無い 

 

2.4. Moodleを用いた実験環境 

本研究では，客観的なデータを収集する為に，同時に100人

程度が実験に参加出来る環境が必要となる．また，可能な限

り実験を簡略化・自動化する為に，日常的に授業等で使用し

ているMoodle（オープンソースのE-Learningシステム）[12],[13]

上に，実験環境を構築した． 

具体的には，Moodleのフィードバック（アンケート）機能

を用いた．また，実験の説明と練習（図4参照）環境も構築す

る事で，実験に対する理解度を向上させ，実験の精度を向上

させると共に，実験に対するサポートの軽減を図った．実際

の実験は，図5に示す様に，1つの画像に対し，4つの連想語に

対して，5段階で回答する． 

図4に示す“実験の説明・注意事項”の表示後，161(=23×

7)パターンの図形（色彩違いも含む）が，23個毎にランダム

に表示され，一連の実験で7ページ分存在する． 

 
図4: Moodle上に構築した実験の説明と練習環境 

 

図5: Moodle上に構築した実際の実験環境 
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３．実験の結果 

3.1. 本実験の被験者の概要 

今回の実験では，時間的な問題から，表4に示す様に被験者

は全員大学生（19～22歳）の77人である．性別において，実

験結果に大きな相違は見られなかった．したがって，今後の

実験結果は，性別とは無関係に，被験者全員のデータをまと

めたものを提示する．また，被験者が“実験の説明・練習→

実験”に要した時間は，多くの被験者が35～45分であり，平

均して40分前後であった． 

表4: 本実験の被験者の概要 

年代 性別 人数(%) 

大学生 

男性 18( 23.4) 

女性 59( 76.6) 

 77(100.0) 

 

3.3. 実験結果の概要 

図6に，今回の実験結果を図形別に調査項目d である，“意

味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を示

す．図6における○印の色彩は，実際の色を表している．ま

た，各図形の縦のラインから右側にズレている○印は，回転

の大きさ（最大4段階）を表している． 

図6より， 

・図形の種類により，値が大きく異なる 

・図形の回転による，値への影響は少ない 

・赤・黄の値が大きく，緑・青・無彩色の値が小さい傾向 

・頂点の多い図形が，値が高い傾向 

・黒の×のみ，例外的に高い値である 

等の結果の概要が得られた． 

 

図6: 図形別における意味の有無 

 

図7に，今回の実験結果を色彩別に調査項目d である，“意

味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を示

す．図7における図形は，実際の図形を表している．また，各

図形の縦のラインから右側にズレている図形は，回転の大き

さ（最大4段階）を表している．当然であるが，図7からも図6

と同様の傾向が分かる． 

 
図7: 色彩別における意味の有無 

 

3.4. “意味のある⇔意味の無い”値が高い図形の傾向 

図形のみに着目し，“意味のある⇔意味の無い”値が高い図

形を図8に示す．図8における3桁のNo.は，161パターンの中で

の，“意味のある⇔意味の無い”値の平均の順位を示してい

る．その際，同じ図形であるが色彩の異なるパターンも同じ

図内に表示する．具体的には，“意味のある⇔意味の無い”

値が最も高い，No.001である の黒と同じ形・回転の図形を

同じ図内に示している． 

図8より，同じ図形・回転の図形であっても，色彩が異なる

と，“うれしい⇔かなしい”(Happy)・“かわいい⇔こわい

（にくい）”(Kawaii)・“つよい⇔よわい”(Strong)・“意

味がある⇔意味が無い”(Mean)の値が大きく異なる事が分か

る．特に，黒・赤は”つよい⇔よわい”及び“意味のある⇔

意味の無い”値の平均がNo.001・No.007と非常に高いが，他

の色彩は低い値となっている． 

 

図8: 図形の色彩による各種値の相違 

 

図9に，“意味の有る⇔意味の無い”値が2番目に高い，

No.002である の赤と同じ形・回転の図形を同じ図内に示し

ている．図8の図形である と同様に，黒・赤の“つよい⇔よ

わい”は高い値を示している．しかし，図8の図形である に

比べて，図9の図形である黄の は，高い値を示している． 
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図9:  図形の色彩による各種値の相違 

 

3.5. “意味のある⇔意味の無い”値が低い図形の傾向 

次に，“意味のある⇔意味の無い”値が最も低い図形 No.161

を図 10(a)に示す．また，2 番目に値の低い図形 No.160 を図

10(b)に示す．図10は，いずれも上下左右非対称”・“鋭角な頂

点が少ない”等に考慮した，自作のオリジナルな図形である．

他の“意味のある⇔意味の無い”値が低い図形も，図10の回転

した図形であった． 

         

(a) No.161の図形    (b) No.160の図形 

図10: “意味のある⇔意味の無い”値が低い図形 

 

意味のある⇔意味の無い”値が低い図形を図11,12に示す．

“意味のある⇔意味の無い”値が高い図形に比べ，どの色彩

においても，“うれしい⇔かなしい”(Happy)・“かわいい⇔

こわい（にくい）”(Kawaii)・“つよい⇔よわい”

(Strong)・“意味がある⇔意味が無い”(Mean)の値が低い傾

向である事が分かる．特に，灰色の図形は，さらに値が低く

なる傾向が見られる． 

 

図11: 図形の色彩による各種値の相違 

 

図12: 図形の色彩による各種値の相違 
 

４．まとめと今後の課題 

本研究では，時間の制約等から，実験結果の概要のみを報

告した．本研究の結果から， 

・意味のあると思われる図形は，色彩の影響が大きい 

・意味のあると思われる図形は，回転の影響が大きい 

・赤・黄等の有彩色は，全体的に値が高くなる傾向 

・灰の図形は，全体的に値が低くなる傾向 

等が判明した． 

今後は，実験結果を詳細に調査・検証し，図形の意味と回

転・色彩の関係を，より詳細に報告する予定である． 
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